
日頃から飼養牛の健康状態を観察し、牛の異常を発見した場合
は、速やかに家畜保健衛生所まで連絡してください！

北部家畜保健衛生所
東部・北部家畜防疫獣医師会

〒287-0004 香取市岩ヶ崎台12-1
Tel：0478-54-1291 Fax：54-5996
夜間・休日緊急（転送されます）

(公社)千葉県畜産協会
〒260-0021 千葉市中央区新宿1-2-3
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北 部 家 畜 保 健 衛 生 所
Tel.０４７８－５４－１２９１ Fax.０４７８－５４－５９９６
夜間・休日は転送されますので、必ず5回以上コールしてください。

ヨーネ病は牛、めん羊、山羊等の反すう動物が感染し、長い期間を経て治
療に反応しない慢性の下痢等を発症するのが特徴です。
感染畜は発症していなくとも糞便中に排菌し、他の家畜への感染源となり
ます。
ワクチンや治療薬はないため、発生時は法律に基づき殺処分となります。

県内で牛のヨーネ病が発生
【概要１】
発 生 日:令和５年１１月８日
発生農場:県北部の乳用牛/肉用牛飼養農場
発生頭数:成牛２頭陽性（患畜）

【概要２】
発 生 日:令和５年１１月９日
発生農場:県北部の乳用牛飼養農場
発生頭数:成牛２頭陽性（患畜）

子牛は可能な限り早期に成牛群から離して飼養する。
牛舎内、特に牛床、飼槽及びウォーターカップについ
ては洗浄や消毒を行い、清潔な状態を保つ。
農場入口には、定期的に消石灰を散布する。
牛を導入する際は、導入元の農場がヨーネ病陰性農
場であることを確認する。

以下の内容に取り組みましょう！


